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研究成果の概要（和文）： 

 多読は，文章の大意を把握するような読み方により，読解力や語学能力を高める学習方法
である．多読の効果を高めるためには，自発的かつ継続的に多数の本を読み進めることが必
要である．本研究では，各学生が持つ「レベル」「分野」に関する情報を集約する「集合知」
の技術を用い，学習者間の情報共有により適切な本の提示を行い，多読に対するモチベーシ
ョンの持続を図る「多読支援システム」の開発した． 
 

研究成果の概要（英文）： 
Extensive reading involves reading to understand the meaning of a text. As a method of 
study it improves reading comprehension and overall language proficiency. For 
extensive reading to be effective it is necessary for learners to read a large number of 
books, immersing themselves continuously in the activity of free voluntary reading. This 
research project employed technology to collate information relating to the level and 
academic discipline of each student (a collective intelligence). By sharing information 
among learners the system was able to suggest books appropriate to individual students. 
We developed an extensive reading support system which maintained students’ 
motivation to do extensive reading. 
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１．研究開始当初の背景 
 多読は，文章を分析しながら読むのではな
く大意を把握するような読み方により，読解
力や語学能力を高める学習方法である．英語
であれば，小学校就学以前の児童向けのよう

な簡単な英語の本から始め，多くの本を読む
ことにより英文の読解力を養うものであり，
多くの教育的効果があることが報告されて
いる． 
 多読の効果を高めるためには，自発的かつ
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継続的に多数の本を読み進めることが必要
であり，多読に対するモチベーションの維持
が重要となる． 
 このモチベーションの維持のためには，学
生が読む本を選択する際に 
  ・読みやすさ（レベル） 
  ・面白さ（分野） 
が適切でなければならない． 
 このような本の選択に対しては，少人数教
育であれば，学生に対して「レベル」「分野」
を考慮した本の選択を指導することが可能
である．しかし，１，０００人を越えるよう
な規模においては，学生個々人に適切な指導
を行うことは，非常に困難である． 
 
２．研究の目的 
 多読に参加する学生が多いことは，指導教
員による個々の学生に対する指導は困難であ
ったとしても，各学生が持つ「レベル」「分野」
に関する情報を共有することで，本との出会
いの幅が広がり，自らに適した本を見つけや
すくなる．これにより，継続的な学習につな
がると考えられる. 
 また，これまでに読んだ本の履歴といった，
自らの学習状況を他の学生と共有することに
より，他の学生との学習状況の比較等を行う
ことが可能となり，自発的な学習につながる
と考えられる． 
 本研究は以上の背景のもとに，多人数の多
読学習者に対して，学生間の情報共有により
新しい本との出会いを提供し，多読に対する
モチべーションの維持を図る多読支援システ
ムの開発を行うことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 我々は既に，多読支援を行うシステムを開
発し運用を行っている．しかし，このシステ
ムでは，簡単な検索機能があるのみで，学生
が興味をもって読み進めることのできるよ学
生が興味を持って読み進めることのできるよ
うな新しい本との出会いにつながる仕組みを
もたない． 
 そこで本研究では，このような新しい本と
の出会いのために，多くの学生が持つ本の「レ
ベル」「分野」に関する情報を集約する方法と
して 
 ・選択的アプローチ 
 ・発見的アプローチ  
の２つの方法を用いることとし，選択的アプ
ローチの手法として「本の検索機能の強化」
「レコメンド機能」を，また発見的アプロー
チの手法として「コミュニティ機能」を，多
読支援システムに実現することとする． 
 本の検索機能に関しては，自分が興味の持
てる本・英語能力に見合う本を容易に選択で
きるよう，本のタイトル・出版社名・ジャン
ル・レベル等の情報からの複合的な検索を Web 

システム上で行えるようにする．さらにこの
複合的な検索と，レポートの項目である本に
対するレビューの共有・閲覧を可能とするこ
とで，自分が興味の持てる本・英語能力に見
合う本の中から．面白い本・読みやすい本の
選択が容易となる． 
 レコメンド機能は，学生が読んだ本につい
て，その本の難易度と学生のレベルの関係，
学生のその本に対する評価，今までに読んだ
本のジャンルとの関係等に関する情報を収集
し，データマイニング技術を用いて，別の学
生に対して適当と思われる本を推薦するもの
である． 
 また，コミュニティ機能は，学生間の情報
共有の場を提供することで，学生間で本を推
薦しあうものである． 
このコミュニティ機能に関しては，コミュニ
ケーション支援の方法として,ソーシャルネ
ットワークサービス(SNS)の考えを適用する．
SNS は，人と人とのつながりを促進・サポー
トするサービスであり，教育に適用する例が
増えている．SNS の考えを適用することで，
学生間で面白い本・読みやすい本といった本
の情報交換の場をコミュニティという形で提
供することができる．コミュニティは，自ら
コミュニティを作成し参加者を募る，もしく
は既に存在するコミュニティに参加し，その
中て 共゙有したい話題をトピックとして提示
することで，コミュニティ参加者とのコミュ
ニケーションをとることができる． 
 
４．研究成果 
 本研究では，新しい本との出会いのために，
多くの学生が持つ本の「レベル」「分野」に関
する情報を集約する方法として 
 ・選択的アプローチ 
 ・発見的アプローチ  
を設定し，これを実現する機能の開発を行っ
た． 
 まず，「選択的アプローチ」における本の検
索機能に関しては，タイトル又はタイトルの
一部・出版社別・ジャンル別・レベル別での
複合的な検索を実現した．これにより，タイ
トル又はタイトルの一部を用いた目的の本の
検索や，出版社・ジャンル・レベルを用いた
自分にとって興味のあるジャンルの本，自分
の英語能力に見合う本の検索が可能となる．
また，検索結果として本のタイトル・画像・
ワード数・レベル・これまでに読んだ人数・
読者が評価したおもしろさ平均・読みやすさ
平均・レビューを閲覧することができる．検
索した本の画像もしくはタイトルをクリック
することで，その本の詳細情報ページを閲覧
することができる．本の詳細ページでは，そ
の本のタイトル・出版社・著者・ジャンル・
単語数・YL・レベルの情報を閲覧することが
できる． 



 

 

 レコメンド機能に関しては，学生の多読状
況のデータ収集と行い，データマイニング等
の手法の検討から，モチベーション維持の手
法を考案した．具体的には，ジャンル・レベ
ルが同じグループにおいて，読まれている回
数の多い本を推薦する機能を実装した．具体
的には，本に対するレビューが投稿されてい
る場合，レビューを表示させ，他の学生がレ
ビューに対して評価を行える機能を実装した．
そして，「この本を読んだ学生は他にもこんな
本を読んでいる」といったリコメンデーショ
ン機能を実装することで，新たな本との出会
いをレポートした．学生はこの本の詳細情報
ページから，本の借り出し登録を行うことが
できるようにした． 
 また，これらの機能の運用実績から，読書
履歴の可視化が学生のモチベーション維持
に有効であるという傾向が得られたことと，
特に，読書量の少ない学生に対するサポート
を重視する必要があることから，読書履歴と
レポート提出履歴の双方を複合して可視化
する機能を実装した．具体的には，読んだ単
語数に応じて，木が生長するアニメーション
と，読んだ本の冊数に応じて鳥が飛ぶアニメ
ーションを実装した．これは，多読の初期に
おいては，単語数の少ない本を読むことから，
単語数の増加と冊数の増加を複合的に判断
しないとアニメーションに変化が起きず，モ
チベーションの維持に貢献しないことが判
明したためである． 
 「発見的アプローチ」に関しては，CMS 
(Contents Management System)の機能による
読書コミュニティの形成を支援する機能の
開発を行った．さらに，この機能を他大学に
も適用できるよう，多読支援機能の WebAPI
化を行った．これにより，適用先の大学にお
いて使用されている CMSでのサービス提供が
容易となった． 
 このコミュニティ形成を支援する機能と
して，「お気に入り」「あしあと」「グループ
作成」を実装した． 
 「お気に入り」は，気になる学生をお気に
入りに登録しておくことで，その学生の進捗
状況を容易に知ることがでいる．また，お気
に入りの本は他の学生からも見られるよう
にすることで，気になる学生のお気に入りの
本を見ることができ，新たな本と出会うこと
が可能となる． 
 「あしあと」は，一般的な SNS と同様に自
分のマイページを訪れた学生を記録するも
のである．自分のマイページを見にきた学生
を可視化することにより，「あしあと」を残
した学生のマイページを見ることができる．
これにより，自分に興味を持ってくれた学生
のマイページから，新しい本に出会うことが
可能となる． 
 「グループ作成」は，一般的な SNS と同様

に，共通の趣味や関心事を持つ学生同士で情
報共有を行う場(グループ)を提供するもの
である．自らグループを作成，もしくは既に
存在するグループに参加し，その中で共有し
たい話題をトピックとして掲示することで
グループ参加者とのコミュニケーションを
図ることができる．また，多読に関するコミ
ュニケーションを行いやすいように，グルー
プ内で簡単に本を紹介できるように工夫し
た，これにより，データベースに登録されて
いる本を画像付きで紹介することできる．こ
れにより，グループ内でのコミュニケーシ 
ョンを通じて新しい本に出会うことが可能
となる． 
 これらの昨日は信州大学の多読の授業に
おいて現在も使用されており．受講者が１，
０００人を越えるような環境においても問
題なく動作することを確認している． 
 これらの機能の評価を行うために，2008 
年 11 月 1 日から，信州大学で行われている
多読授業に適用した．利用者数は 2009 年 3
月時点で 1,077 人おり， 1,144 種類の本が
登録されている．なお，ここでの利用者とは，
本システムを使用して一回以上レポート提
出を行った者を指す．この運用開始以降から
学期末までに 6,800 冊の本が読まれ，約 4 
割に当たる 2,983 件のレビューが投稿され
た.レポート提出数の平均は 1 人当たり 6.3 
件となる． 
 ランキング機能を利用した場合の，新しい
本に出会った冊数の平均は 0.35 種類である
のに対して SNS 機能を利用した場合が 1.24
種類となっており，SNS 機能の方が本との出
会いの幅が広がることが判明した．また，SNS 
機能において，マイページ機能による出会い
のの平均は 1.74 種類となっており，学習状
況の共有が本との出会いにつながっている
ことが判明した．しかし，コミュニティ機能
の平均は 0.22 と少なかった．これはコミュ
ニティが活性化せず，本が 9 種類しか紹介さ
れなかったため，本との出会いの幅が狭くな
ったためであると考えられる．さらに．コミ
ュニティの利用状況に関して， 37 件のコミ
ュニティが作成され，トピックが 23 件，ト
ピックへの書き込みが 45 件である．コミュ
ニティに関しては，授業中に教員が学生に対
しコミュニティを作成するようにアプロー
チをかけ，いくつかのコミュニティが作成さ
れた． 
 以上から，実装した機能に関しては期待さ
れた効果を上げることができたが，グループ
形成等のコミュニケーション支援機能は，授
業における運用により効果に変化があるこ
とが判明した． 
 国内の同様な多読支援システムと比べて，
本システムは 1,000人以上のユーザを対象と
していることから，そこで収集される対象の



 

 

データをもってレコメンドの精確さを期待
するものである．本研究においては，この大
量のデータを処理し，適切は本のレコメンド
を行うことが可能となった．これは，単一の
大学にとどまらず，大学間連携においても適
用可能な汎用なシステムとしての応用が可
能である． 
 そこで，今後は，大学間連携への展開を行
っていく予定である． 
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